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代表質問
2021年9月議会

さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

9月21日

大型開発より、いのち・暮らし守る府政への転換を

支
え
る
た
め
に
地
区
医
師
会
と
も
連
携

し
、
必
要
な
医
療
が
提
供
で
き
る
仕
組
み

の
構
築
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
統
廃
合
に
よ
る
「
人
員
の
集

約
化
」
で
「
専
門
性
と
機
動
性
が
発
揮
」

で
き
た
と
、
居
直
り
の
答
弁
を
行
い
ま
し

た
。
さ
こ
議
員
は
、
速
や
か
な
対
応
を
お

こ
な
う
た
め
に
、
保
健
所
の
拡
充
が
必
要

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は

中
止
を

　
さ
こ
議
員
は
、
７
月
29
日
の
与
党
検
討

委
員
会
に
知
事
が
参
加
し
、「
難
工
事
と

さ
れ
る
京
都
駅
周
辺
工
事
に
つ
い
て
一
つ

一
つ
解
決
す
る
こ
と
が
早
期
開
業
の
近

道
」
と
発
言
し
た
が
、
京
都
盆
地
の
豊
富

な
地
下
水
が
工
事
に
影
響
す
る
と
と
も

に
、
大
量
の
掘
削
残
土
の
処
理
問
題
な
ど

が
予
想
さ
れ
る
と
指
摘
し
、
計
画
を
中
止

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
知
事
は
、
国
定

公
園
内
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
、
地
域
の

文
化
資
産
、
商
業
施
設
へ
の
影
響
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
事

業
推
進
の
姿
勢
は
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
道
の
広
域
化
は
ス
ト
ッ
プ
を

消
防
の
指
令
セ
ン
タ
ー

広
域
化
押
し
つ
け
は
や
め
よ

　
京
都
府
が
主
導
し
、
自
治
体
の
役
割
を

弱
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
化
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
で
は
、
老
朽

化
対
策
や
技
術
職
員
の
不
足
を
理
由
に
、

広
域
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
広
域
化
あ
り
き
で
は
な

く
、「
命
の
水
」
を
守
る
市
町
村
の
役
割

を
支
援
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
と
求
め
ま

し
た
。

　
消
防
の
広
域
化
で
は
、
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
を
亀
岡
以
北
7
市
3
町
と
、
京
都
市

以
南
の
8
市
7
町
1
村
で
統
合
し
、
共
同

運
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
土
地
勘
の
な
い
遠
隔
か

ら
の
指
令
で
は
的
確
な
初
動
体
制
が
取
れ

な
い
こ
と
や
、
大
規
模
災
害
が
増
加
す
る

中
、
消
防
職
員
の
充
足
率
を
高
め
、
地
域

の
消
防
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
消
防
広
域
化
の
市
町

村
へ
の
押
し
付
け
を
止
め
る
よ
う
述
べ
ま

し
た
。

米
価
下
落
へ
の
緊
急
支
援
を

　
コ
ロ
ナ
禍
で
コ
メ
の
在
庫
が
増
え
続
け

た
た
め
、
米
価
の
下
落
が
深
刻
で
す
。
京

都
で
も
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
１
俵
60
㎏
の
価
格

が
３
４
０
０
円
も
下
落
し
、
生
産
原
価
を

大
幅
に
下
回
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
農
業
が
国
民
の
命
を
支

え
、
国
土
と
環
境
を
守
り
多
面
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
農
山
村
の
再
生
は
、
日

本
を
持
続
可
能
な
社
会
に
す
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
国
に
対

策
を
求
め
る
と
と
も
に
、
京
都
府
独
自
に

適
正
価
格
で
コ
メ
を
買
い
取
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
困
窮
す
る
学
生
や
子
ど
も
食
堂
に
供

給
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
非
常
に
大
き
な
関
心
を
も
っ

て
お
り
、対
応
し
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

医
療
体
制
と
と
も
に

保
健
所
の
拡
充
を

　
一
時
７
千
人
を
超
え
る
自
宅
療
養
者
を

出
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
災
害
級
の

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
か

つ
て
12
か
所
あ
っ
た
保
健
所
が
7
つ
に
統

廃
合
さ
れ
た
結
果
、
南
部
地
域
で
は
保
健

所
が
機
能
せ
ず
、
自
宅
療
養
者
に
連
絡
が

な
い
等
の
事
態
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
さ
こ
議
員
は
、国
の
「
原
則
自
宅
療
養
」

の
方
針
撤
回
を
求
め
る
と
と
も
に
、
保
健

所
体
制
を
統
廃
合
前
に
戻
し
、
療
養
者
を

　９月議会、実りの秋を喜べない米価の大
暴落です。コロナ禍で外食需要の落ち込み
で在庫が増え、米の販売価格より生産費が
高く、「米つくって飯食えねー」と農家の
悲鳴が上がっています。
　私が、「府として減収分の支援を実施し
京都の米農家を救うべき」と求めたことに
対し、知事は生産調整を行う生産者への支
援を国に要望するとし、米価下落は「重大
な問題意識をもって注視している。できる
ことがあればさらに検討を深めたい」と答
弁。稲作継続のため農家を幅広く緊急に支
援する施策が進められています。
　日本の食料自給率は過去最低の
37.17％。食料の6割を他国に頼る一方、
減反を強いて国内の農業を切り捨ててきた
自民党政治の責任が問われます。
� ［さこ祐仁］
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代表質問
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西脇 いく子議員
（京都市下京区）

9月21日

大型開発より、いのち・暮らし守る府政への転換を

す
る
と
と
も
に
、
雇
用
調
整
助
成
金
を
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
収
束
す
る
ま

で
継
続
す
る
よ
う
国
に
求
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
減
収
に
な
っ
た
業
者
を
対
象
に
府

独
自
の
給
付
等
の
対
策
を
行
う
よ
う
主
張

し
ま
し
た
。

京
都
市
中
央
卸
売

第
一
市
場
の

仲
卸
業
者
へ
の
支
援
を

　
西
脇
議
員
は
、
京
都
市
中
央
卸
売
第
一

市
場
の
水
産
卸
売
り
業
者
か
ら
経
営
の
実

情
を
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
問
題
を
指
摘
し
、

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
京
都
市
中
央
卸
売
第
一
市
場
は
、
市
場

法
に
よ
る
他
の
業
種
と
は
異
な
る
し
く
み

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金

等
の
適
用
も
な
い
ま
ま
、
人
件
費
、
家
賃

等
の
維
持
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
仲
卸

業
者
の
窮
状
を
踏
ま
え
、
府
域
の
食
の
安

定
供
給
や
食
文
化
を
守
る
た
め
に
、
国
、

京
都
市
と
と
も
に
府
独
自
の
支
援
策
を
求

め
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
支
援
の

要
件
緩
和
を

　
西
脇
議
員
は
、
生
活
困
窮
者
の
方
々
に

対
し
、
生
活
再
建
に
着
実
に
つ
な
が
る
支

援
を
求
め
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金
」
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
求
職
活
動
を
行
う
こ
と
等
が
条
件
と

さ
れ
て
お
り
、
府
内
で
も
対
象
の
約
２
割

の
申
請
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

要
件
緩
和
を
行
う
等
の
改
善
を
求
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、
緊
急
小
口
資
金
等
や
総
合
支
援

資
金
に
つ
い
て
、
課
税
世
帯
も
返
済
免
除

と
な
る
よ
う
府
独
自
の
免
除
措
置
を
創
設

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
生
活
保
護
制
度
の

「
扶
養
照
会
」
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
い
、

制
度
の
周
知
徹
底
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。北

山
エ
リ
ア
整
備
計
画
の

見
直
し
を

　
府
立
植
物
園
や
府
立
大
学
、
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
が
立
地
す
る
北
山
エ
リ
ア
に
、

１
万
人
規
模
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
や
、劇
場
、

ホ
テ
ル
、
飲
食
店
等
を
呼
び
込
み
、「
賑

わ
い
や
交
流
施
設
」
を
整
備
す
る
新
た
な

大
規
模
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
や
植
物
の
専
門
家
な
ど
3
団
体

が
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
や
に
ぎ
わ
い
重

視
の
開
発
を
懸
念
し
７
万
２
千
筆
以
上
の

署
名
を
府
に
提
出
し
、
計
画
の
見
直
し
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
西
脇
議
員
は
、
８
月
中
に
１
回
目
の
説

明
会
を
開
く
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
進
捗
状
況
を
議
会
や
関
係
職
員
、
府
民

に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
、
絶
滅
危
惧
種
や
希
少
種

を
含
む
世
界
の
植
物
を
生
き
た
ま
ま
の
姿

で
広
く
見
て
も
ら
う
府
立
植
物
園
が
、
ア

リ
ー
ナ
建
設
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
が
歪
め

ら
れ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

中
小
業
者
に
対
す
る

抜
本
的
支
援
を

　
西
脇
い
く
子
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
府
民
の
暮
ら
し

と
雇
用
、
生
業
が
深
刻
化
し
て
い
る
問
題

を
指
摘
し
、
府
と
し
て
信
用
保
証
協
会
と

連
携
し
、
融
資
の
返
済
や
据
え
置
き
期
間

の
延
長
等
の
条
件
変
更
、
借
り
増
し
等
が

可
能
に
な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
持
続
化
給
付
金
や
家
賃
支
援
給

付
金
の
再
支
給
、月
次
支
援
金
に
つ
い
て
、

売
り
上
げ
50
％
減
の
支
給
要
件
の
緩
和
を

　コロナ禍のもと、業者の暮らしと生
業が深刻な事態に陥っていると指摘
し、誰一人廃業させない決意で、減収
に対する独自の支援策の創設を知事に
求めました。京都市中央卸売第一市場
の仲卸業者の赤字が膨らみ続けている
苦境を紹介し、食の安定供給のために
も直接の支援策が急務と求めました。
また「生活困窮者自立支援金」の求職
活動の要件緩和などを国に求めるこ
と、生活保護の扶養照会の抜本見直し
を求めました。北山エリア整備計画に
ついては、府が住民団体と約束した説
明会や、住民や学生、教職員への説明
もない一方、一部のスポーツチームと
の意見交換会などが密室で進められて
いる問題を告発し、計画の見直しを求
めました。� ［西脇いく子］
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9
月
₂₄
日
、
₂₇
日
、
₂₈
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
水
谷
修
、
島
田
け
い
子
、
み
つ
な
が
敦
彦
の
各
議
員
が
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

特
区
申
請
は
止
め
よ

　
京
都
府
と
京
田
辺
市
、
精
華
町
、
木
津

川
市
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
「
け
い
は

ん
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
」
の
特
区
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
申

請
内
容
に
は
、「
個
人
の
医
療
デ
ー
タ
の

取
得
・
活
用
」
に
つ
い
て
「
本
人
通
知
等

の
手
続
き
義
務
の
要
件
の
緩
和
」
と
い
う

重
大
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
住
民

へ
の
説
明
も
同
意
な
く
、医
療
デ
ー
タ
が
、

企
業
の
新
た
な
儲
け
口
に
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
水
谷
議
員
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
批
判

し
、
住
民
へ
の
説
明
も
同
意
も
な
く
行
わ

れ
て
い
る
特
区
申
請
の
再
提
案
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
と
の
べ
ま
し
た
。

大
企
業
優
遇
す
る

学
研
都
市
開
発

　
京
都
府
と
「
南
田
辺
・
狛
田
地
区
整
備

検
討
委
員
会
」
が
、
２
０
２
８
年
度
末
ま

で
に
近
鉄
不
動
産
な
ど
の
土
地
開
発
方
針

に
も
と
づ
き
、
学
研
都
市
開
発
を
住
民
置

き
去
り
で
進
め
て
い
る
問
題
を
批
判
し
ま

し
た
。

莫
大
な
自
治
体
負
担
と
な
る

大
企
業
優
先
の
南
部
開
発
は

や
め
よ

　
２
０
２
３
年
度
、
新
名
神
高
速
道
路
の

全
線
開
通
に
合
わ
せ
て
、
京
都
府
南
部
で

の
大
規
模
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
や
八
幡
京
田
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近

は
主
要
企
業
の
物
流
拠
点
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

と
な
っ
て
お
り
、
京
都
南
部
で
の
物
流
開

発
が
進
み
ア
ク
セ
ス
道
路
が
不
十
分
で
あ

り
、
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
４
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ

ぶ
東
部
丘
陵
地
開
発
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

道
路
東
部
丘
陵
線
は
当
初
₄0
億
円
で
あ
っ

た
も
の
が
65
億
円
に
な
り
さ
ら
に
増
額
。

ま
た
、
自
治
体
の
過
大
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
水
谷
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
府
民
と
事

業
者
の
経
営
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
き

に
、
海
外
依
存
、
大
企
業
優
先
の
南
部
開

発
を
一
旦
立
ち
止
ま
り
、
再
検
討
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

自
治
体
に
過
大
な
財
政
負
担

を
強
い
る
北
陸
新
幹
線
の

延
伸
計
画
は
中
止
し
か
な
い

　
水
谷
議
員
は
、
京
都

－

松
井
山
手
間
に

は
、
高
架
の
京
滋
バ
イ
パ
ス
が
あ
り
、
地

上
な
ら
₄0
ｍ

－

50
ｍ
も
の
高
さ
を
走
る

「
空
に
浮
か
ぶ
新
幹
線
」
に
な
る
と
指
摘
。

ま
た
、
地
下
で
あ
っ
て
も
、
巨
椋
池
跡
な

ど
の
軟
弱
地
盤
や
宇
治
川
断
層
な
ど
を
横

切
る
こ
と
に
な
り
、
地
下
水
が
い
っ
ぱ
い

の
中
を
新
幹
線
が
走
る
こ
と
に
な
る
と
批

判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
財
政
負
担
の
問
題
に
つ

い
て
、
駅
舎
が
で
き
る
京
田
辺
市
で
は
、

敦
賀
市
の
よ
う
に
駅
周
辺
整
備
に
数
十
億

円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
年
間
数
千
万

円
の
負
担
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
問
題
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　
水
谷
議
員
は
、
自
治
体
の
財
政
負
担
も

明
ら
か
で
な
い
も
と
で
北
陸
新
幹
線
の
延

伸
の
強
行
は
許
さ
れ
な
い
と
計
画
の
中
止

を
求
め
ま
し
た
。

水谷　修議員
（宇治市・久御山町）

一般質問
9月24日

学研都市の
スーパーシティ特区
医療データを住民同意
なしで企業に提供

　スーパーシティ特区は、特別に規
制緩和する区域を指定するもので
す。府と木津川市・京田辺市・精華
町が、区域指定を申請している内容
は、医療データの取得・活用につい
て本人通知等の手続き義務の要件の
緩和や自動運転の規制緩和などで
す。医療データを住民同意なしで企
業の儲け口に差し出すものです。こ
んなことが住民の知らない間に申請
されています。
　申請を取り下げるべきです。
� ［水谷　修］

松井山手駅付近に北陸新幹線の駅舎が…
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北
陸
新
幹
線
延
伸

残
土
処
理
計
画
が
な
い

計
画
は
中
止
を

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
で
、
発
生
す
る

８
８
０
万
㎥
も
の
大
量
の
残
土
処
理
に
つ

い
て
、府
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
延
伸
計
画
ル
ー
ト
に
あ
る
旧
京
北
町
山

国
の
小
塩
川
流
域
は
、
丹
波
広
域
基
幹
林

道
に
27
カ
所
の
盛
土
箇
所
が
あ
り
、
こ
こ

数
年
来
の
豪
雨
等
で
砂
防
ダ
ム
が
満
杯
状

態
に
な
っ
て
お
り
、
山
の
荒
廃
と
崩
落
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
え
新
幹
線
工

事
で
山
や
谷
を
埋
め
立
て
れ
ば
、
土
砂
災

害
が
多
発
し
、
集
落
に
は
住
め
な
く
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
南
丹
市
美
山
町
田
歌
区
の
自
治

会
が
鉄
道
運
輸
機
構
に
対
し
て
大
量
の
掘

削
土
砂
の
残
土
処
理
に
つ
い
て
質
問
状
を

出
し
た
と
こ
ろ
、「
現
時
点
で
残
土
量
が

不
明
な
た
め
処
理
計
画
も
決
ま
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
南
丹
市
の
９

月
定
例
会
で
市
長
は
、「
残
土
問
題
は
心

配
し
て
い
る
」「
北
陸
新
幹
線
延
伸
は
本

市
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
も
答

弁
し
て
お
り
、
地
元
自
治
体
首
長
と
住
民

の
合
意
の
な
い
計
画
は
中
止
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

「
香
害
」
お
よ
び

化
学
物
質
過
敏
症
の
対
策
を

　
２
０
１
９
年
12
月
に
日
本
消
費
者
連
盟

等
の
「
香
害
を
な
く
す
連
絡
会
」
が
実
施

し
た
調
査
で
、
７
０
０
０
人
以
上
が
洗
濯

時
に
使
用
す
る
柔
軟
剤
や
香
り
付
き
合
成

洗
剤
、
除
菌
消
臭
剤
等
で
苦
し
ん
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
約
２
割
の
人

が
、
休
職
や
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
深
刻
な
被
害
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
島
田
議
員
は
、
化
学
物
質
過
敏
症
を
発

症
し
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
と
の
懇
談

を
ふ
ま
え
、
京
都
府
に
専
用
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
職
員
研
修
を
実
施
す
る
よ
う
求

め
る
と
同
時
に
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共

施
設
、
介
護
・
医
療
、
保
育
、
学
校
等
で

啓
発
等
を
進
め
、
理
解
を
広
げ
る
努
力
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
求
め

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
に
対
し
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

を
も
つ
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

府
内
の
学
校
で
ポ
ス
タ
ー
等
に
よ
る
啓
発

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
法
規
制
の
必
要
性
を
含

め
、
対
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
教
育
長

は
、「
文
部
科
学
省
な
ど
５
省
庁
が
作
成

し
た
香
り
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
府
立
学

校
や
、
市
町
教
育
委
員
会
へ
配
布
し
て
啓

発
を
し
た
。
引
き
続
き
学
校
薬
剤
師
等
と

連
携
し
、
適
切
な
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

医
療
的
ケ
ア
児
者
の

支
援
の
対
策
強
化
を

　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
を
持
っ
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
通
学
支
援
に
つ
い
て
、

丹
後
保
健
所
の
担
当
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
事
業
所
か
ら
の
運
転
手
の

派
遣
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の

看
護
師
の
派
遣
を
調
整
し
、
月
に
５
回
下

校
だ
け
の
支
援
を
行
う
「
モ
デ
ル
事
業
」

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
府
県
で
は

「
医
療
的
ケ
ア
通
学
支
援
事
業
」
を
本
格

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
都
府
域
で

実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
又
、
北
部

地
域
に
入
所
施
設
の
整
備
と
看
護
師
確
保

策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
か
ら
「
北
部
地
域
の
福
祉
事
業

所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
事
業
所

等
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

島田 けい子議員
（京都市右京区）

一般質問
9月27日

　北陸新幹線延伸計画につい
て、南丹市長は「別ルートで行っ
てほしいというのが本音」と述
べるなど府内自治体の首長から
も懸念の声が上がっています。
京都丹波高原国定公園に指定を
要望したのは京都府。そのど真
ん中を走り、豊かな自然と住環
境を破壊し、自治体財政にも重
大な影響を与える計画に対し、
「ルートは与党PTや機構が決め
たこと」「慎重な調査、丁寧な
説明、適切な対応を与党ＰＴと
機構に求める」と、何度も同じ
答弁を繰り返す知事。
　莫大な費用をかけて、京都の
街を壊す計画は何としても中止
を!!　ご一緒に頑張りましょ
う。� ［島田けい子］

小塩川上流の土砂災害を調査（8月22日）
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コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

消
費
税
減
税
を

　
８
月
５
日
の
最
低
賃
金
京
都
地
方
審
議

会
答
申
で
は
、
審
議
会
の
総
意
と
し
て
抜

本
的
な
中
小
企
業
支
援
へ
の
転
換
を
国
に

求
め
、
労
働
者
の
最
低
賃
金
を
改
善
す
る

う
え
で
、
社
会
保
険
料
の
軽
減
、
消
費
税

の
一
定
期
間
の
減
税
、
労
働
者
の
可
処
分

所
得
を
実
質
的
に
増
や
す
こ
と
を
国
に
求

め
て
い
ま
す
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
、
国
の
経
済
政
策

と
政
治
の
根
本
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
労
働
者
の
懐
を
あ
た
た

め
て
暮
ら
し
も
地
域
も
元
気
に
し
て
い

く
道
を
、
本
気
で
知
事
が
国
に
求
め
る

と
と
も
に
、
府
と
し
て
も
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
、
正
規
雇
用

を
増
や
す
た
め
に
最
低
賃
金
は
時
給

１
，
５
０
０
円
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
消
費
減
税

に
つ
い
て
は
答
弁
せ
ず
、「
中
小
企
業
の

収
益
改
善
に
つ
な
が
る
予
算
を
提
案
し
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

第
6
波
に
む
け
た

医
療
提
供
体
制
の
構
築
を

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
蔓
延
す
る
中
で
、
陽
性

で
あ
っ
て
も
入
院
で
き
な
い
患
者
さ
ん
の

命
と
健
康
を
守
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
保
健
所
で

す
が
、
自
宅
療
養
者
が
激
増
し
、
保
健
所

の
業
務
が
逼
迫
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
保

健
所
長
が
地
区
医
師
会
な
ど
と
協
議
し
て

健
康
観
察
や
訪
問
診
療
の
具
体
化
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
府
の
不
要
不
急
の
事
業

の
見
直
し
と
一
体
に
、
今
後
の
保
健
所
体

制
の
強
化
が
必
要
で
す
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
、
自
宅
療
養
者
の
生

活
支
援
を
行
う
た
め
に
、
府
保
健
所
と
市

町
村
と
の
情
報
共
有
と
連
携
を
進
め
る
基

本
姿
勢
に
つ
い
て
追
及
。
第
６
波
を
見
据

え
、
臨
時
的
な
医
療
施
設
が
必
要
だ
と
し

て
、
宿
泊
療
養
施
設
と
入
院
待
機
セ
ン

タ
ー
を
同
じ
場
所
に
設
置
す
る
よ
う
見
直

し
を
求
め
ま
し
た
。

丹
後
半
島
地
域
へ
の

大
規
模
風
力
発
電
建
設
計
画
は

い
っ
た
ん
見
直
し
を

　
山
陰
ジ
オ
パ
ー
ク
・
丹
後
天
橋
立
大
江

山
国
定
公
園
に
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
宮
津

市
側
に
12
基
、
京
丹
後
市
側
に
15
基
を
建

設
す
る
計
画
が
5
月
に
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
、福
岡
市
の
自
然
電
力（
株
）

が
京
丹
後
市
大
宮
か
ら
峰
山
の
磯い
さ
な
ご
さ
ん

砂
山
に

1₄
基
の
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

尾
根
沿
い
に
山
を
削
っ
て
建
設
し
周
辺
環

境
に
大
き
な
影
響
が
出
る
た
め
、
７
月
に

は
上
宇
川
連
合
区
長
会
と
し
て
、
京
丹
後

市
に
「
あ
ま
り
に
性
急
、
拙
速
す
ぎ
る
」

と
の
意
見
が
噴
出
し
緊
急
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
み
つ
な
が
議
員
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に

よ
る
、
丹
後
半
島
の
自
然
や
景
観
、
生
活

環
境
を
壊
す
大
規
模
開
発
を
批
判
。
い
っ

た
ん
立
ち
止
ま
り
、
計
画
を
見
直
す
よ
う

追
及
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
民
の
要
望

に
応
え
る
取
り
組
み
と
と
も
に
、「
立
地

困
難
な
保
全
エ
リ
ア
」
な
ど
立
地
条
件
を

調
整
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
手
法
の
検
討
も
求

め
ま
し
た
。

みつなが 敦彦議員
（京都市左京区）

一般質問
9月28日

　一般質問で、コロナ禍の対策としての
消費税の減税について、何度ただしても
「国で決めること」の一点張り。コロナ
禍の医療体制整備や市町村との連携につ
いても、現場職員さんらの努力に委ねら
れていること、大規模風力発電でもイニ
シアチブを持たない。まさにコロナ対策
で知事が国の範囲から一ミリも出なく
て、しかも語る言葉もないという姿勢が
ありありとなった答弁でした。
　一方、他党の本会議質問には、北山エ
リアの再開発について質問が続くなど、
都合悪いことにはまともに目を向けず、
答えず、コロナ禍でも開発は続ける姿勢
を示す、というもので、知事には交代し
てもらう必要があらためて浮き彫りと
なった議会でした。� ［みつなが敦彦］

丹後半島の風力発電建設計画地を調査（6月12日）
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成
宮
ま
り
子
議
員
は
、
意
見
書
７
件
に

対
し
賛
成
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

消
費
税
５
％
へ
の
引
き
下
げ
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を

　
政
府
は
、
消
費
税
増
税
は
「
福
祉
の
た

め
」
と
2
度
も
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
の

９
年
間
で
社
会
保
障
予
算
を
６
兆
円
も
削

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
消
費
税
増
税
分
を

財
源
に
し
た
公
立
・
公
的
病
院
統
廃
合
や

病
床
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
府
内
大
企
業
10
社
も
昨
年
度
決
算

で
内
部
留
保
が
合
計
９
兆
２
３
０
０
億
円

に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
成
宮
議
員
は
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
、日
本
商
工
会
議
所
は「
導

入
凍
結
」、
日
本
税
理
士
連
合
会
は
「
見

直
し
・
実
施
延
期
」
を
求
め
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
中
止
を
主
張
し
ま
し
た
。

米
価
危
機
の
打
開
の
た
め
の

支
援
を

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
需
要
な
ど
が
減
り
、

１
俵
（
60
㎏
）
の
コ
メ
が
３
０
０
０
円
近

く
下
落
し
、
生
産
原
価
が
割
り
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
中
山
間
地
や
小

さ
な
農
地
は
１
俵
１
万
５
０
０
０
円
も
の

経
費
が
か
か
る
の
に
１
万
円
に
し
か
な
ら

ず
、「
米
を
作
り
続
け
ら
れ
な
い
」
と
悲

鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
農
民
連
は
、
過
剰
米
を
買
い
上
げ
、
農

家
を
支
え
る
独
自
施
策
を
求
め
て
請
願
を

提
出
。
木
津
川
市
が
農
家
へ
の
独
自
支
援

に
踏
み
出
す
と
と
も
に
、
京
都
府
で
も
今

議
会
で
「
京
の
米
」
流
通
促
進
緊
急
対
策

事
業
費
と
し
て
販
路
開
拓
等
の
支
援
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
宮
議
員
は
、
国
に
対
し
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
の
輸
入
中
止
、
食
料
自
給
率
の

引
き
上
げ
を
求
め
る
よ
う
述
べ
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は

中
止
を

　
西
脇
知
事
は
、
京
都
駅
周
辺
工
事
に
つ

い
て
「
交
通
や
道
路
、
集
客
・
商
業
施
設
、

府
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
」
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。
与
党
整
備
委
員
会

も
、「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
非
常
に
難

度
の
高
い
事
業
に
な
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
巨
額
の
府
民
負
担
や
山
積
す
る
問
題

に
つ
い
て
は
全
く
説
明
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
地
下
水
枯
渇
問
題
や
、
残
土
問
題
、

環
境
・
景
観
破
壊
な
ど
、
周
辺
の
自
治
体

首
長
か
ら
、
計
画
中
止
や
ル
ー
ト
変
更
を

求
め
る
声
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
計
画
の

中
止
を
求
め
る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に

成宮 まり子議員
（京都市西京区）

意見書討論
10月6日

若者が希望を持てる政治を
　「食料無料提供プロジェクトに多くの学生が並ばないといけないなんて、この国は異常
なんじゃないか？と考えるようになった」「コロナ禍でボクシングの試合が組めず、プロを
引退した。今後、自分はどう生きていくのか、模索しているところ」…先の衆院選のなか
で若者や学生から寄せられた声です。
　若者の「生きづらさ」や貧困をどうするのか。国政とともに、「学生のまち・京都」に
おいても府政の責任が問われるのではないでしょうか。
　来春は知事選挙。若い世代が希望を持てる京都へ、みなさんと一緒に力をあわせてい
きたいです。� ［成宮まり子］

関
す
る
意
見
書
」に
は
賛
成
し
ま
し
た
が
、

日
本
の
教
育
費
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
37

位
と
最
低
水
準
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

教
育
に
お
金
を
掛
け
な
い
政
治
の
転
換
を

求
め
ま
し
た
。

大
雨
被
害
対
策
へ
の
申
し
入
れ

　
8
月
12
日
か
ら
の
記
録
的
大
雨
に
よ
る

被
害
が
全
国
各
地
に
広
が
り
、
新
た
な
大

雨
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
被
災
者
の
相
談
の
窓
口
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
命
と
安
全
に
取
り
組

む
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

大
戸
川
ダ
ム
建
設
の
「
賛
同
」

に
抗
議
し
撤
回
を
求
め
る

　
大
戸
川
ダ
ム
建
設
推
進
の
立
場
を
明
確

に
し
た
知
事
に
抗
議
し
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
大
戸
川
ダ
ム
建
設
で
な
く
、
堤
防
強
化

や
森
の
ダ
ム
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
、
遊
水
池
、

河
川
整
備
等
の
「
流
域
治
水
」
を
目
指
す

べ
き
で
す
。

大雨被害対策の申し入れ
（8月23日）

大戸川ダム建設撤回を求める
申し入れ（7月21日）
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ば
ば
こ
う
へ
い
議
員
は
、
議
案
９
件
に

賛
成
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

保
健
所
の
体
制
強
化
、

医
療
機
関
へ
の
支
援
を

　
第
５
波
で
は
、
感
染
者
が
一
日
に

６
０
１
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
、
自
宅

ばば こうへい議員
（京都市伏見区）

議案討論
10月6日

療
養
者
は
一
時
７
０
０
０
人
を
超
え
、
重

症
病
床
使
用
率
は
７
割
を
超
え
る
な
ど
、

保
健
所
や
医
療
現
場
の
逼
迫
は「
災
害
級
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
６
波
に
む
け
、
保
健
所
の
体
制
を
抜

本
的
に
強
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
を
本
格
的
に
進
め
、
自
宅

療
養
者
へ
の
健
康
観
察
や
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
市
町
村
と
連
携
し
て
対
応
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
ば
ば
議
員
は
、
医
療
や
福
祉
、
公
衆
衛

生
予
算
を
削
り
続
け
て
き
た
政
府
の
責
任

は
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
そ
の
転
換
を
国

に
強
く
求
め
る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

困
窮
し
て
い
る
す
べ
て
の

中
小
業
者
へ
の
支
援
を

　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中

で
、
認
証
制
度
の
手
続
き
の
遅
れ
や
協
力

金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
、
事
業
者
か
ら

は
厳
し
い
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
影
響

を
受
け
る
す
べ
て
の
中
小
企
業
・
事
業
者

へ
の
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
や
消
費
税

の
緊
急
的
な
減
税
な
ど
、
事
業
継
続
へ
の

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
激
減
で
米

価
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
こ
と
の
影
響
を

受
け
る
生
産
者
・
卸
売
業
者
へ
の
支
援
と

し
て
「『
京
の
米
』
流
通
促
進
緊
急
対
策

事
業
費
」
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
弾

力
的
な
運
用
と
と
も
に
、
営
農
継
続
へ
の

直
接
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
が
自
立
で
き
る

支
援
制
度
の
創
設
を

　
追
加
の
支
援
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
」
は
、

要
件
が
厳
し
く
、
対
象
者
の
約
２
割
し
か

利
用
で
き
な
い
状
況
で
す
。
一
律
給
付
金

の
よ
う
な
生
活
そ
の
も
の
を
底
支
え
す
る

た
め
の
制
度
の
実
施
が
急
が
れ
ま
す
。
国

に
対
し
て
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
府
と

し
て
も
府
民
生
活
支
援
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
施
策
を
求
め
ま
し
た
。

文
化
庁
移
転
費
用
は

国
の
責
任
で

　
文
化
庁
が
移
転
す
る
警
察
本
部
旧
館
の

耐
震
化
な
ど
の
た
め
の
追
加
工
事
費
が
増

額
さ
れ
ま
す
。
改
修
費
に
つ
い
て
、
府
民

負
担
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
仕
組
み
は
問
題

　京都府でも、新型コロナ第5波によ
る保健所や医療の逼迫は、まさに災害
級ともいわれる深刻なレベルになりま
した。府職員労働組合からは、保健所
では連日、日付をまたぐ長時間労働が
常態化していることが指摘され、事業
への抜本的な見直しと同時に、体制の
抜本的な強化を求める声が上がってい
ます。ところが知事は、保健所の体制
強化について、「国に求める」としな
がら、「広域化のメリットを最大限に
活かし…」と答えるなど、「抜本的な
人員増」を求める現場の声に背を向け
ていることは、極めて重大です。
　改めて、なによりも府民の命を大切
にする府政の必要性を強く感じていま
す。� ［ばばこうへい］

だ
と
の
べ
、
そ
も
そ
も
国
の
省
庁
移
転
費

用
は
、
国
が
負
担
す
る
の
が
当
然
だ
と
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
は

慎
重
に
行
う
べ
き

　
ば
ば
議
員
は
、
社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進

む
中
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

教
育
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
購
入
す
れ
ば
６
～
７
万
円
も
の
自

己
負
担
に
な
る
こ
と
を
指
摘
。
子
ど
も
や

保
護
者
、
教
育
現
場
へ
の
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、学
習
の「
個

別
最
適
化
」
を
謳
う
こ
と
な
ど
、
国
の
構

想
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
協
働
が
壊
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
の
べ
ま
し
た
。

国の「入院制限」撤回を求める申し入れ（8月5日）
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2021年9月議会　意見書案
意見書
案番号 件名 議決月日 議決結果 提案会派

賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新

第１号 出産育児一時金の増額を求める意見書 10月6日 原案可決
自民・
公明・
府民

○ ○ ○ ○ ○

第２号 私学助成の充実強化等に関する意見書 10月6日 原案可決
自民・
公明・
府民

○ ○ ○ ○ ○

第３号 コロナ禍による米価下落の影響の改善を求める意見書 10月6日 原案可決
自民・
公明・
府民

○ ○ ○ ○ ○

第４号 消費税5％への引き下げとインボイス制度の中止を求める意見書 10月6日 否決 共産 ○ × × × ×

第５号 北陸新幹線延伸計画の中止を求める意見書 10月6日 否決 共産 ○ × × × ×

第６号 新型コロナウイルス禍による米危機の打開を求める意見書 10月6日 否決 共産 ○ × × × ×

第７号 コロナ禍における公共交通産業の支援に関する意見書 10月6日 否決 府民 ○ × ○ × ×

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。

2021年9月議会　議案（党議員団として賛成しなかったもの）
議案番号 件名 議決月日 議決 

結果
賛否の状況

共産 自民 府民 公明 維新

第８号 令和2年度京都府水道事業会計資本金の額の減少の件 11月11日 原案可決 × ○ ○ ○ ○

第10号 令和2年度京都府一般会計及び特別会計歳入歳出決算を認定に付する件 11月11日 認定 × ○ ○ ○ ○

第12号 令和2年度京都府水道事業会計決算を認定に付する件 11月11日 認定 × ○ ○ ○ ○

2021年9月議会に出された請願
受理番号 件名 審議結果

第1409号 新型コロナ禍による米危機の打開を求めことに関する請願 不採択

命が大切にされる 
社会を目指して

山内よし子（京都市南区）

　10月末、地域の診療所の社会保健学校で、短時
間ではありましたが講師を依頼され、改めて、コロ
ナ禍において私たちの命を守る、社会保障の脆弱さ
を学びなおすことになりました。
　非常事態宣言が出ている中でのオリンピック・パ
ラリンピックが強行される中、40代の母親が自宅
療養で亡くなったこと、陽性の妊婦さんが病院の受
け入れがかなわず、たった一人で自宅出産し、赤ちゃ
んが亡くなったこと。いったいどんな気持ちだった
のだろうと思うと、涙が止まりません。

　仕事を失い、家も失うなんて誰が想像したことで
しょう!!
　コロナの第６波が懸念されますが、ご一緒に命が
大切にされる社会目指して頑張ります。

新学期開始における緊急申し入れ（8月31日）



10Autumn. 2021◦府会だより

二
度
と
「
自
宅
放
置
」
さ
れ

る
感
染
者
を
生
ま
な
い
た
め

に
保
健
所
の
強
化
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
第
５
波
で
は
、
一
日

の
新
規
感
染
者
が
急
増
し
、
府
南
部
を
中

心
に
保
健
所
機
能
が
一
時
期
機
能
し
な
い

事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
森
下
議
員
は
、
Ｐ

森下 よしみ議員
（八幡市）

知事総括質疑
11月5日

Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
と
言
わ
れ
た
の
に
、
保

健
所
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
が
、「
５
日

後
」、「
６
日
後
」
と
い
う
事
態
が
相
次
い

だ
問
題
を
取
り
上
げ
、
知
事
の
認
識
を
問

い
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
知
事
が
、
保
健
所
の
業
務

が
ひ
っ
迫
し
た
事
態
に
対
し
て
、
周
辺
自

治
体
な
ど
の
応
援
を
受
け
ら
れ
た
こ
と

で
、「
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ

た
」
と
の
無
責
任
な
答
弁
を
行
っ
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
森
下
議
員
は
、「（
応
援
は
）

自
治
体
の
日
常
業
務
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て

応
え
て
い
た
だ
い
た
」
こ
と
、
問
題
の
根

本
は
、
２
０
０
４
年
の
保
健
所
の
統
廃
合

に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
自
宅
療
養
ゼ
ロ
を
貫
い
て
い
る

和
歌
山
県
で
は
人
口
10
万
人
当
た
り
₄₄
・

１
人
（
全
国
５
位
）
の
常
勤
保
健
師
を
有

し
て
い
る
こ
と
（
京
都
府
は
26
・
２
人
、

全
国
25
位
））
も
示
し
、「
本
来
の
保
健
所

の
あ
り
方
と
し
て
、
京
都
府
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
べ

き
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
問
わ
れ
た
こ
と
に
正
面
か
ら
答

え
ず
、
実
態
を
無
視
し
た
「
メ
リ
ッ
ト
が

生
か
さ
れ
た
」
と
の
答
弁
を
繰
り
返
す
の

み
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

女
性
へ
の
影
響
は
大
き
い

　
続
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
へ

の
影
響
の
大
き
さ
を
取
り
上
げ
た
森
下
議

員
は
、
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
が
全
国
で
も
京
都

府
で
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
女
性
の

自
殺
者
の
増
加
の
背
景
に
、
非
正
規
雇
用

な
ど
の
労
働
環
境
の
悪
化
が
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
知
事

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
京
都

に
お
い
て
も
「
女
性
へ
の
深
刻
な
影
響
が

生
じ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。女

性
支
援
員
の
待
遇
改
善
と

女
性
へ
の
寄
り
添
い
支
援
の

抜
本
的
強
化
を

　
こ
う
し
た
深
刻
な
実
態
が
複
合
的
に
絡

み
合
っ
て
い
る
も
と
で
、
女
性
支
援
の
相

談
員
の
役
割
や
体
制
強
化
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
相
談
者

の
生
命
・
人
権
の
根
幹
を
担
っ
て
い
る
相

談
員
が
、
外
部
委
託
さ
れ
「
登
録
制
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
京
都
サ
ラ
）
と
な
っ

て
い
た
り
、
公
務
員
で
あ
っ
て
も
一
年
更

新
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
不

安
定
な
働
き
方
に
な
っ
て
い
る
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
相
談
員
の
熱
意
や
、
や

り
が
い
に
依
存
し
た
あ
り
方
を
見
直
し
、

相
談
員
の
処
遇
改
善
と
と
も
に
、
行
政
が

責
任
を
も
っ
て
支
援
制
度
に
つ
な
げ
ら
れ

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
の
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

　コロナ感染者が減ってきたとはいえ、第６波
が心配です。
　決算委員として審査に参加しました。新型コ
ロナに感染された方が、累計で3万8000人を
超え、亡くなられた方が290人（10月20日現
在）。コロナの対応で多くの医療現場の皆さん、
保健所をはじめとする職員さんが必死で関わっ
て頂きました。しかし8月半ば～9月には保健
所機能がマヒしていました。「電話をかけても
つながらない。」「自宅放置された」「不安でいっ
ぱいだった」と府民から苦情が寄せられました。
委員会で「過労死ラインの超過勤務をしている
保健所の職員は24人」との報告がありました。
保健所は本来、地域の公衆衛生の要として、感
染症や、病気の予防、生活の向上のために身近
に必要なものです。職員を増やし、保健所を増
やすべきです。知事の姿勢が問われています。
� ［森下よしみ］
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中
小
業
者
へ
の
直
接
支
援

現
場
の
実
態
を
把
握
し
て

具
体
化
を

　
京
都
府
の
経
済
は
消
費
税
増
税
で
大
き

く
冷
え
込
み
、
そ
の
な
か
で
コ
ロ
ナ
禍
の

直
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
商
店
街
で
は
、

「
中
心
的
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
お
店
が
廃

業
し
、
街
そ
の
も
の
の
元
気
が
な
く
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
書
面
審

査
で
は
、「
倒
産
企
業
件
数
に
も
反
映
さ

れ
ず
、
静
か
に
廃
業
さ
れ
て
い
く
業
者
が

多
い
」
と
の
理
事
者
の
答
弁
も
あ
り
ま
し

た
。
一
方
、府
内
大
企
業
の
内
部
留
保
は
、

２
０
２
０
年
度
に
６
千
億
円
積
み
増
し
て

９
兆
２
３
０
０
億
円
規
模
に
な
る
な
ど
、

格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
西
山
議
員
は
、
府
内
で
消
費
喚
起
し
地

域
循
環
さ
せ
る
方
向
で
税
制
や
経
済
対
策

を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
困
窮

す
る
中
小
業
者
へ
の
真
水
の
支
援
は
待
っ

た
な
し
だ
と
し
て
、
抜
本
的
な
支
援
の
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
説
明
を
繰

西山 のぶひで議員
（京都市伏見区）

知事総括質疑
11月5日

り
返
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
多
く
の
業

者
が
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
支
援
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
緊
急
事
態
中
に

書
き
入
れ
時
を
逃
し
た
」
な
ど
の
実
態
を

把
握
し
、国
待
ち
に
な
ら
ず
に
、思
い
切
っ

た
支
援
を
実
施
す
る
よ
う
重
ね
て
求
め
ま

し
た
。

住
民
置
き
去
り
の

北
山
エ
リ
ア
開
発

儲
け
最
優
先
の
計
画
は

見
直
す
べ
き

　
府
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
１
万
人
規

模
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
、
植
物
園
内
へ
の
ス

テ
ー
ジ
設
置
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
能

の
整
備
な
ど
、
集
客
目
的
の
開
発
計
画
と

な
っ
て
い
る
「
北
山
エ
リ
ア
整
備
」
は
、

東
京
資
本
の
民
間
企
業
に
委
託
し
て
検
討

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
が
求
め
る

説
明
会
が
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
の
、
委
託
先
業
者
と
は
共
有

し
て
い
る
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
な
ど
、

住
民
や
関
係
者
を
置
き
去
り
に
し
た
進
め

方
に
、
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
見
直
し
を
求
め
る
署
名
が
10
万
筆

も
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
元
園
長
・
副
園

長
ら
が
記
者
会
見
で
反
対
意
見
を
述
べ
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
こ
う
し
た
意
見
に

耳
を
傾
け
、
府
民
施
設
の
本
来
の
あ
り
方

に
沿
っ
て
一
か
ら
見
直
す
よ
う
、
厳
し
く

迫
り
ま
し
た
。

問
題
山
積
の
北
陸
新
幹
線
延
伸

国
・
機
構
任
せ
は
許
さ
れ
な
い

　
最
後
に
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
に
つ

い
て
、
ル
ー
ト
案
と
重
な
る
京
都
丹
波
高

原
国
定
公
園
や
伏
見
酒
造
エ
リ
ア
に
つ
い

て
、
府
は
「
避
け
る
べ
き
」
と
し
て
い
る

も
の
の
、ど
う
避
け
る
の
か
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
と
も
な

う
残
土
の
処
理
や
、
２
兆
１
千
億
円
と
さ

れ
る
建
設
費
が
ど
れ
だ
け
膨
れ
上
が
る
の

か
も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
３

年
着
工
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
迫
る
な

か
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ

と
し
て
北
陸
新
幹
線
に
固
執
す
る
一
方
、

山
積
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
や
鉄
道

運
輸
機
構
に
「
慎
重
な
調
査
と
十
分
な
地

元
説
明
」
を
求
め
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
西
山
議
員
は
、
国
や
鉄
道
運

輸
機
構
任
せ
は
無
責
任
だ
と
批
判
。
伏
見

酒
造
組
合
が
自
ら
の
地
下
水
源
を
守
る
た

め
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
も
紹
介
し

な
が
ら
、
科
学
的
な
調
査
結
果
や
府
民
の

声
に
基
づ
き
、
は
っ
き
り
中
止
を
求
め
る

こ
と
こ
そ
知
事
の
役
割
で
あ
る
と
、
厳
し

く
指
摘
し
ま
し
た
。

　コロナ感染が8月に過去最大のピーク
を迎え、高校生の感染も広がり、府教委
が1週間の教育活動停止を行うなどの対
策が実施されました。そこで、夏休み明
けの学校での感染対策について緊急申し
入れしました。高齢者施設職員で定期的
な検査がこの間実現しており、子どもた
ちを守るうえでも学校や大学での定期的
検査が求められます。
　また、来年度から始まる府立高校の1
人1台タブレット端末の導入に向け、い
よいよ準備が整えられ、低所得者向けの
タブレットが購入されました。国による
と全国的には18府県で公費による導入
が検討されており、京都府も教育無償化
の流れに反する原則自己負担方針は撤回
し、全員分を公費で導入すべきです。
� ［西山のぶひで］

府庁東門宣伝（9月21日）
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浜
田
議
員
は
、
議
案
８
件
の
う
ち
、
第

８
号
、
第
10
号
、
第
12
号
議
案
の
３
件
に

つ
い
て
反
対
し
、
他
の
議
案
に
賛
成
の
立

場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
10
号
議
案
「
令
和
2
年
度
一
般
会
計

予
算
及
び
特
別
会
計
、
歳
入
歳
出
決
算

を
認
定
に
付
す
る
件
」
に
つ
い
て
、
反

対
理
由
の
第
一
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
内
需

や
家
計
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
に
、
政
策
的
転
換
が
は

か
ら
れ
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
。
府
内

の
資
本
金
上
位
10
社
は
、
平
成
２
年
度

に
内
部
留
保
を
６
千
億
円
積
み
増
し
し
、

9
兆
２
３
０
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
格
差

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。京
都
で
は
99
・
７
％

が
中
小
零
細
企
業
で
あ
り
、
消
費
税
の
引

き
下
げ
、
内
需
中
心
、
企
業
の
内
部
留
保

を
活
用
し
雇
用
や
中
小
零
細
企
業
、
下
請

け
な
ど
を
守
る
産
業
政
策
へ
、
転
換
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
し
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
や
公
衆
衛

生
の
脆
弱
な
体
制
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も

と
で
、
根
本
的
な
体
制
強
化
の
方
向
が
示

さ
れ
ず
保
健
所
が
機
能
せ
ず
、
府
域
に
12

浜田 よしゆき議員
（京都市北区）

決算議案等討論
11月11日

あ
っ
た
保
健
所
を
７
つ
に
統
廃
合
し
た
こ

と
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
し
保
健
所
本
来
の
役
割
を
果
た
す

よ
う
主
張
し
ま
し
た
。。

　
第
三
は
、
府
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
時

に
、
舞
鶴
港
国
際
ふ
頭
の
二
期
工
事
に
む

け
た
調
査
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
の
動

き
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
、
自
治
体
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
に
加
え
て
、
北
陸
新
幹
線

延
伸
や
北
山
エ
リ
ア
整
備
計
画
な
ど
、
事

業
費
も
不
明
な
大
型
開
発
事
業
が
目
白
押

し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。

　
第
四
は
、貧
困
と
格
差
が
広
が
る
も
と
、

子
育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
の
本

格
的
な
底
上
げ
策
が
と
り
く
ま
れ
ず
、
暮

ら
し
の
支
援
制
度
の
抜
本
的
な
拡
充
が
必

要
と
し
ま
し
た
。

　
第
五
は
、
水
道
や
消
防
の
広
域
化
、
府

営
住
宅
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な

ど
、
府
の
業
務
を
民
間
に
開
放
し
、
自
治

体
の
役
割
を
ゆ
が
め
て
い
る
と
し
、
水
道

の
広
域
化
に
つ
い
て
、
水
道
法
で
「
原
則

と
し
て
市
町
村
が
経
営
す
る
も
の
」
と
定

め
て
い
る
意
義
を
指
摘
し
、
市
町
村
を
府

と
し
て
支
援
す
べ
き
で
あ
り
、消
防
で
は
、

広
域
化
あ
り
き
の
「
広
域
化
推
進
計
画
」

に
基
づ
い
て
の
推
進
が
行
わ
れ
て
お
り
、

指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
化
は
中
止
を
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。決算特別委員会の書面審査で質問

　9月議会では、決算特別委員会の書面審査で、5
つの部局で質問しました。危機管理部の書面審査で
は、運転から40年以上経過した老朽原発の再稼働
の根拠にもなっている国のエネルギー政策を容認す
るのかどうか、府の立場をただすとともに、原発事
故時の避難路の整備と新型コロナ感染症をふまえた
広域避難先の避難所確保について質問しました。ま
た、消防の広域化について、「京都府消防体制の整
備推進計画」の改訂版では、「常備消防の充実・強化」
という課題がスッポリ抜けて、広域化推進計画に
なっていることを厳しく指摘するとともに、京都府
の役割は市町村の主体的なとりくみを支援すること
であり、広域化を押しつけないように求めました。
� ［浜田よしゆき］

　
第
８
号
議
案
及
び
第
12
号
議
に
つ
い

て
、
水
道
事
業
会
計
の
巨
大
な
減
損
処
理

の
最
大
の
要
因
は
、
過
大
な
水
需
要
予
測

に
も
と
づ
く
水
利
権
確
保
や
施
設
整
備
で

す
。
経
過
を
抜
き
に
し
て
減
損
処
理
を
行

う
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
多
額
の
未
使
用

分
を
受
水
市
町
に
負
担
を
求
め
て
き
た
結

果
、
高
い
水
道
料
金
と
水
道
事
業
会
計
の

悪
化
を
招
い
て
き
た
問
題
を
批
判
。
将
来

の
広
域
化
・
民
営
化
を
視
野
に
、
経
営
の

統
合
や
施
設
の
共
同
設
置
な
ど
を
強
引
に

迫
る
動
き
と
一
体
で
あ
る
と
批
判
し
、
反

対
し
ま
し
た
。

北山エリア開発問題を考える会の方々と懇談（9月17日）
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やっぱり大企業はほとんどが
黒字決算で独り勝ち
大企業の内部留保はコロナ
禍でも増額

原田　完（京都市中京区）

　9月定例議会・決算特別委員会の質疑で、京都
の企業の資本金別欠損法人と黒字企業がどれだけ
あるかを追及しました。資本金1000万円の企業
では69.1％が赤字決算で、それ以下の資本金では

68.7％。一方で、10億円から100億円以上では87
社で僅か22.9％と一気に欠損企業が減ることが明
らかとなりました。大企業は、売り上げが減少して
も利益が出る仕組みを構築し、正規を非正規に置き
換えるなどの人件費の圧縮、コストカットや下請け
単価の引下げ等々弱いところへのしわ寄せで、利益
を確保し、内部留保は9兆2319億円、上位4社だけ
で6兆9107億円、しかも昨年度コロナ禍で苦しん
でいる中小企業や労働者を雑巾のように絞って、内
部留保を1年で6070億円も増額していることも明
らかになりました。

トピックス米価下落支援

京
都
府
は
、米
価
下
落
支
援
予
算
を
可
決

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
の
影
響
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」を
全
会
派
で
可
決

　
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
減
で
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
の

生
産
と
需
要
を
市
場
ま
か
せ
に
し
た
た
め
に
、
米
価
暴
落

と
い
う
形
で
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
で
も
、
す
べ

て
の
銘
柄
で
農
協
の
買
い
取
り
価
格
が
大
幅
に
下
落
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
Ｊ
Ａ
京
都
の
出
荷
米
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
は
30
㎏
で
４
４
３
０
円
の
買
取
価
格
で
、
前
年
度
比

１
５
５
０
円
の
下
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
や
中
山

間
地
の
農
家
に
と
っ
て
は
、
農
機
具
や
肥
料
な
ど
の
物
材

費
も
払
え
ず
、
農
家
の
生
活
費
を
捻
出
す
る
こ
と
も
大
変

な
事
態
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
コ
メ
作
り
を
諦
め
る
農

家
が
大
量
に
生
ま
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
耕
作
放
棄
地
が
さ
ら

に
広
が
れ
ば
、
地
域
経
済
、
地
域
の
助
け
合
い
、
自
然
環

境
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　
京
都
府
は
、
10
月
６
日
の
補
正
予
算
に
、
米
価
下
落
支

援
策
と
し
て
「『
京
の
米
』
流
通
促
進
緊
急
対
策
事
業
」

（
１
億
円
）
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
代

表
質
問
や
委
員
会
審
議
で
府
の
対
策
を
求
め
て
き
た
も
の

で
す
。

コ
メ
の
市
場
隔
離
は
一
致
し
た
要
求

農
業
・
農
村
つ
ぶ
し
か
ら

希
望
あ
る
農
政
へ
の
転
換
を

　
全
国
の
自
治
体
か
ら
「
米
価
下
落
の
緊
急
対
策
を
求
め

る
提
言
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
食
事
業

者
等
の
需
要
減
少
に
よ
り
、
業
務
用
米
の
販
売

数
量
が
落
ち
こ
み
、
こ
れ
に
伴
う
急
激
な
米
価

下
落
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
共
産
党
は
、

新
た
に
、
コ
メ
の
政
府
買
い
入
れ
に
よ
る
市
場

隔
離
を
実
施
す
る
な
ど
、
主
食
用
米
の
価
格
安

定
に
む
け
た
抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
と
と
も

に
、
過
剰
在
庫
を
政
府
が
買
い
取
り
市
場
か
ら

隔
離
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
価
格
保
障
と
所
得
保
償
を
行
い
、
安

心
し
て
若
者
も
農
業
に
励
め
る
土
台
を
つ
く
る

べ
き
で
す
。
安
心
し
て
農
村
に
住
み
、
就
農
で

き
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
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２
０
２
1
年

9
月
定
例
会
を
終
え
て

２
０
２
1
年
11
月
15
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
原
田
　
完

　
９
月
15
日
に
開
会
し
た
定
例
議
会
が
、
決

算
特
別
委
員
会
と
総
選
挙
を
は
さ
み
、
11
月

11
日
に
閉
会
し
た
。

　
今
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
新
自
由
主
義
の
政
治
の
矛
盾
が
噴
出

し
、
ま
た
貧
困
・
格
差
が
い
っ
そ
う
拡
大
す

る
中
、
自
治
体
の
在
り
方
が
正
面
か
ら
問
わ

れ
、
ま
た
、
解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

政
治
的
激
動
の
中
で
、
政
権
の
在
り
方
と
日

本
の
針
路
が
問
わ
れ
る
中
で
開
か
れ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
抜
本
的
充
実
と
西
脇
府
政
の
告
発
と

転
換
を
求
め
、
代
表
質
問
や
決
算
特
別
委
員

会
な
ど
積
極
的
に
論
戦
し
た
。

１�

、
本
議
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
関

連
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
営
業
時
間

短
縮
へ
の
協
力
金
や
酒
類
販
売
事
業
者
へ

の
支
援
金
な
ど
の
補
正
予
算
に
加
え
、
開

会
日
冒
頭
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
よ
る
緊
急
事
態
措
置
の
延
長
に
伴
う
追

加
補
正
予
算
、
最
終
本
会
議
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
三
回
目
接
種
対
策
を
含
む
追
加
補
正

予
算
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
た
。

　�

　�

わ
が
党
議
員
団
は
、
代
表
質
問
や
一
般
質

問
、
委
員
会
審
議
、
決
算
特
別
委
員
会
審
議

を
通
じ
、
府
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
や
、

調
査
に
も
と
づ
く
中
小
業
者
の
実
態
や
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
ベ
ッ
ド
の
増
加
や
入
院
待
機
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
宿
泊
療
養
施
設
を
臨
時
的
医
療

施
設
と
し
中
和
抗
体
療
法
実
施
、
ま
た
地

区
医
師
会
や
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等
と

の
連
携
に
よ
る
自
宅
療
養
者
等
の
生
活
支

援
や
医
療
保
障
の
実
現
、
時
短
要
請
へ
の

協
力
金
の
迅
速
な
支
給
、
酒
類
販
売
事
業

者
等
へ
の
支
援
と
用
件
緩
和
、
第
三
者
認

証
制
度
に
つ
い
て
、
対
応
で
き
る
体
制
の

確
保
や
基
準
の
明
確
化
、
認
証
店
に
限
定

さ
れ
て
い
る
飲
食
店
安
心
・
安
全
対
策
応

援
事
業
費
の
支
給
対
象
を
拡
充
、
さ
ら
に
、

す
べ
て
の
中
小
事
業
者
へ
の
真
水
の
支
援

策
な
ど
繰
り
返
し
求
め
た
。
ま
た
緊
急
事

態
宣
言
解
除
後
の
飲
食
店
営
業
時
短
要
請

に
つ
い
て
の
緊
急
申
し
入
れ
を
行
う
な
ど
、

施
策
の
機
敏
な
対
応
も
求
め
た
。

　�

　�

こ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要

減
で
米
価
が
大
暴
落
し
、
米
作
農
家
が
重

大
な
危
機
に
陥
る
中
、
そ
の
支
援
策
を
代

表
質
問
を
は
じ
め
強
く
求
め
る
中
、
追
加

補
正
予
算
で
「「
京
の
米
」
流
通
促
進
緊
急

対
策
事
業
」
１
億
円
が
提
案
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
党
議
員
団
は
、
農
家
へ
の
直

接
支
援
、
制
度
の
弾
力
的
運
用
と
周
知
徹

底
で
幅
広
い
農
家
が
利
用
で
き
る
よ
う
力

を
尽
く
す
。
ま
た
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米

価
下
落
の
影
響
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」

が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。

２�

、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

８
件
の
う
ち
、
第
８
号
議
案
「
令
和
２
年

度
京
都
府
水
道
事
業
会
計
資
本
金
の
額
の

減
少
の
件
」、
第
10
号
議
案
「
令
和
２
年
度

京
都
府
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
を
認
定
に
付
す
る
件
」、
第
12
号
議

案
「
令
和
２
年
度
京
都
府
水
道
事
業
会
計

決
算
を
認
定
に
付
す
る
件
」
の
３
件
に
つ

い
て
反
対
し
た
。

　�

　�

第
10
号
議
案
「
令
和
２
年
度
京
都
府
一

般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
を
認
定
に
付
す
る
件
」
に
反
対
理
由
の

第
一
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
政
策
、
消
費
税

増
税
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
実
体
経
済
に
深
刻
な
影
を
落
と
す

一
方
、
府
内
大
手
10
社
だ
け
で
令
和
２
年

度
に
内
部
留
保
６
，
０
０
０
億
円
積
み
増

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、知
事
は
、「
令

和
３
年
１
月
～
８
月
ま
で
の
府
内
倒
産
件

数
は
１
３
５
件
と
前
年
同
時
期
の
１
５
９

件
を
下
回
る
件
数
と
な
っ
て
い
る
」「
消
費

税
は
社
会
保
障
の
財
源
」
と
し
、家
賃
・
リ
ー

ス
代
な
ど
の
直
接
支
援
を
求
め
る
声
に
も

応
え
な
い
な
ど
、
府
民
の
暮
ら
し
や
京
都

経
済
の
実
態
を
見
な
い
態
度
を
と
り
、
抜

本
的
な
政
策
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
な

い
た
め
で
あ
る
。

　�
　�

第
二
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
、
医
療
や

保
健
所
を
は
じ
め
と
し
た
公
衆
衛
生
の
体

制
が
き
わ
め
て
脆
弱
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根
本
的
な
体
制
強

化
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
。

　�

　�

府
域
に
12
あ
っ
た
保
健
所
を
７
つ
に
統

廃
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
入
院
調
整
、
医

療
提
供
、
健
康
観
察
が
１
週
間
近
く
遅
れ

る
な
ど
、
保
健
所
の
業
務
が
一
時
期
機
能

せ
ず
、
し
か
も
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
、
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
超
過
勤
務
を
し
た

管
理
職
以
外
の
職
員
が
2₄
人
に
も
上
っ
た

も
の
の
、
知
事
は
「
保
健
所
は
集
約
化
と

拠
点
化
を
図
っ
て
お
り
、
人
員
の
集
約
化

に
よ
り
高
め
た
専
門
性
と
機
動
性
が
発
揮

で
き
て
い
る
」「
保
健
所
間
で
相
互
応
援
を

行
う
と
と
も
に
、
振
興
局
単
位
で
積
極
的

に
管
内
職
員
が
、
保
健
所
業
務
を
応
援
し

て
お
り
、
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え

て
い
る
」「
広
域
化
に
よ
っ
て
機
動
的
に
対

応
で
き
た
」
と
、
現
場
の
実
態
と
は
か
け

離
れ
た
認
識
を
示
し
た
こ
と
は
重
大
で
あ

る
。

　�

　�

第
三
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
府
民
の
く
ら
し

が
た
い
へ
ん
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
ど
れ

だ
け
の
事
業
費
が
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い

大
型
開
発
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

　�

　�

令
和
２
年
度
は
、
舞
鶴
港
国
際
ふ
頭
の

二
期
工
事
の
開
始
に
む
け
た
調
査
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
拠
点
化
の
動
き
、
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅

周
辺
再
開
発
、
新
名
神
高
速
道
路
の
６
車

線
化
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ

ン
を
見
据
え
た
さ
ら
な
る
開
発
、
学
研
都

市
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
、
自

治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
国
と
一
体
に

進
め
、
さ
ら
に
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
や
北

山
エ
リ
ア
整
備
計
画
な
ど
、
ど
れ
だ
け
の

事
業
費
が
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
、
大
型
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開
発
事
業
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

　�

　�

こ
こ
で
も
知
事
は
「
北
陸
新
幹
線
は
日

本
海
国
土
軸
の
一
部
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
大
規
模
災
害
時
に
は
東
海
道
新
幹
線

の
代
替
機
能
を
果
た
し
、
関
西
全
体
の
発

展
に
つ
な
が
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
」
と
い
う
答
弁
を
今
議
会
で
も
同
様
に

繰
り
返
し
、
推
進
の
立
場
を
示
し
た
。

　�

　�

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
「
北
山
エ
リ
ア

整
備
基
本
計
画
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
住
民

の
声
を
聞
か
ず
、
具
体
的
な
整
備
内
容
に

つ
い
て
議
会
に
も
住
民
に
も
明
ら
か
に
し

な
い
ま
ま
、
計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と
は

極
め
て
重
大
で
あ
る
。
府
民
の
批
判
に
お

さ
れ
、
よ
う
や
く
11
月
８
日
と
９
日
に
開

催
し
た
住
民
説
明
会
で
も
、
京
都
府
は
「
整

備
基
本
計
画
」
を
説
明
し
た
だ
け
で
、
参

加
者
か
ら
の
具
体
的
な
整
備
内
容
に
つ
い

て
の
質
問
に
は
、
こ
と
ご
と
く
、「
こ
れ
か

ら
検
討
す
る
」
と
い
う
回
答
で
、
議
会
で

も
知
事
は
「
整
備
計
画
は
方
向
性
を
示
し

た
も
の
だ
」
と
の
答
弁
が
続
く
な
ど
、
府

民
不
在
で
開
発
あ
り
き
の
や
り
方
は
白
紙

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

　�

　�

第
四
は
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
り
、
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
の
本
格

的
な
底
上
げ
策
に
と
り
く
も
う
と
し
て
い

な
い
た
め
で
あ
る
。
京
都
府
は
、
非
正
規

雇
用
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
合
計
特

殊
出
生
率
は
４
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
で
全
国

ワ
ー
ス
ト
４
位
な
ど
、
働
き
に
く
く
子
育

て
し
に
く
い
状
況
が
続
い
お
り
、
知
事
は

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
掲
げ
る
も
の
の
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
や
中
学

校
給
食
へ
の
財
政
的
支
援
を
求
め
る
声
に

背
を
向
け
続
け
て
い
る
。

　�

　�

第
五
は
、
水
道
や
消
防
の
広
域
化
、
府

営
住
宅
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な

ど
、
府
の
業
務
ま
で
民
間
に
次
々
開
放
し
、

自
治
体
の
役
割
を
ゆ
が
め
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

　�

　�

水
道
の
広
域
化
に
つ
い
て
、
京
都
府
は
、

府
営
水
道
と
10
市
町
村
の
施
設
統
合
を
進

め
、
民
間
企
業
へ
の
委
託
も
検
討
し
、
知

事
は
「
市
町
村
単
独
で
の
取
組
に
は
限
界

が
あ
り
、
広
域
的
な
観
点
で
の
基
盤
強
化

策
の
検
討
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
広
域
化
が
水
道
事
業
の
基
盤

強
化
に
な
る
か
の
よ
う
に
答
弁
し
た
が
、

水
道
法
で
「
原
則
と
し
て
市
町
村
が
経
営

す
る
も
の
」
と
定
め
、
自
己
水
の
確
保
も

含
む
身
近
で
安
全
な
水
の
提
供
が
必
要
で
、

そ
の
支
援
こ
そ
す
べ
き
で
あ
る
。

　�

　�

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
も
、
知
事
は

「『
京
都
府
消
防
体
制
の
整
備
推
進
計
画
』

に
基
づ
い
て
、
各
消
防
本
部
相
互
の
連
携
、

協
力
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
広

域
化
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
、
ま
さ
に
広
域
化

を
押
し
付
け
る
姿
勢
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。

　�

　�

さ
ら
に
、
乙
訓
・
南
丹
地
域
に
続
き
、

京
都
市
内
の
約
４
千
戸
の
府
営
住
宅
管
理

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
今
年
度

か
ら
府
南
部
地
域
に
広
げ
、
来
年
度
以
降
、

さ
ら
に
府
北
部
地
域
に
広
げ
よ
う
と
す
る

な
ど
、「
住
ま
い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
の
府
営
住
宅
の
役
割
を
歪
め
、
国

の
動
き
と
一
体
に
大
手
企
業
の
利
益
を
優

先
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　�

　�

第
８
号
議
案
「
令
和
２
年
度
京
都
府
水

道
事
業
会
計
資
本
金
の
額
の
減
少
の
件
」

水
道
事
業
会
計
の
約
91
億
円
と
い
う
巨
大

な
減
損
処
理
で
、
最
大
の
要
因
は
、
過
大

な
水
需
要
予
測
に
も
と
づ
く
水
利
権
確
保

や
施
設
整
備
に
あ
り
、
当
初
の
見
通
し
や

経
過
を
抜
き
に
し
た
対
応
は
問
題
で
あ
る
。

ま
た
第
12
号
議
案
「
令
和
２
年
度
京
都
府

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
に
付
す
る
件
」

は
、
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ま
で
過
大
な
施
設

整
備
を
行
い
、
過
大
な
供
給
水
量
を
適
正

化
せ
ず
、
約
13
億
円
も
の
未
使
用
分
を
受

水
市
町
に
負
担
を
求
め
て
き
た
結
果
、
高

い
水
道
料
金
と
水
道
事
業
会
計
の
悪
化
を

招
き
、
さ
ら
に
２
０
２
２
年
度
末
ま
で
に

は「
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、

府
営
水
道
も
含
め
将
来
の
広
域
化
・
民
営

化
を
視
野
に
、
経
営
の
統
合
や
施
設
の
共

同
設
置
な
ど
、
市
町
村
に
強
引
に
迫
る
動

き
と
一
体
で
あ
り
反
対
し
た
。

　�

　�

な
お
、
他
の
議
案
に
は
賛
成
し
た
が
、

補
正
予
算
の
う
ち
、「
新
行
政
棟
・
文
化
庁

移
転
施
設
整
備
費
」
は
、
追
加
工
事
に
よ

る
債
務
負
担
行
為
の
増
額
で
そ
の
負
担
は

全
額
京
都
府
と
な
り
、
追
加
工
事
が
発
生

す
る
た
び
に
、
府
民
負
担
が
増
え
る
仕
組

み
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
財
産
取
得
に
つ

い
て
は
、
府
立
高
校
及
び
特
別
支
援
学
校

で
低
所
得
者
用
貸
し
出
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
３
か
年
４
，
２
９
４
台
を
整
備
す
る
も

の
で
、
本
来
、
公
的
責
任
で
万
全
の
態
勢

を
と
っ
て
行
う
べ
き
も
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍

を
口
実
に
拙
速
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

お
り
、
ま
た
６
～
７
万
円
の
保
護
者
負
担

を
新
た
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
含

め
、
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

３�
、
代
表
質
問
で
、
他
会
派
か
ら
も
い
っ
せ

い
に
北
山
エ
リ
ア
整
備
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
推
進
の
立
場
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
質
問
で
丁
寧
な
説
明
を
求
め
ざ

る
を
得
な
い
な
ど
、
世
論
と
運
動
に
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、署
名
は
10
万
筆
を
超
え
、

ま
た
11
月
８
日
９
日
に
よ
う
や
く
開
催
さ

れ
た
説
明
会
に
は
会
場
い
っ
ぱ
い
５
０
０

人
（
両
日
合
わ
せ
て
）
が
集
ま
り
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
発
言
が
、
こ
の
ま
ま
推
進
す
る

こ
と
へ
の
強
い
怒
り
や
批
判
、
懸
念
が
語

ら
れ
た
。
ま
た
松
谷
元
府
立
植
物
園
長
ら

が
記
者
会
見
を
お
こ
な
い
、
府
立
植
物
園

の
整
備
に
つ
い
て
批
判
的
な
見
解
を
述
べ

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
や
現
場

の
声
を
ま
と
も
に
聞
か
な
い
姿
勢
も
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
知
事
は
「
多

く
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
て
進
め
る

こ
と
が
何
か
に
付
け
て
も
肝
要
」
と
し
「
そ

う
い
う
姿
勢
で
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
」

と
答
弁
し
、
今
後
も
推
進
の
立
場
を
表
明

し
た
こ
と
は
極
め
て
重
大
あ
る
。

　�

　�

北
陸
新
幹
線
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
代

表
質
問
で
京
都
市
内
部
や
伏
見
酒
造
エ
リ

ア
の
地
下
水
問
題
、
一
般
質
問
で
は
久
御

山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
や
京
田
辺
八
幡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
上
を

通
過
す
る
な
ら
50
メ
ー
ト
ル
も
の
高
架
と

な
り
、
地
下
を
通
す
な
ら
巨
椋
池
の
軟
弱

地
盤
問
題
が
あ
る
こ
と
や
、
北
部
地
域
で

は
、
南
丹
市
長
が
「
北
陸
新
幹
線
の
残
土

は
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。
一
時
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
つ
ぶ
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
」「
残
土
処
分
を
行
う
こ
と

に
賛
成
で
き
な
い
」
と
の
答
弁
を
紹
介
し
、

問
題
の
深
刻
さ
を
告
発
し
た
。
と
こ
ろ
が

知
事
は
、「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

ま
と
も
な
答
弁
を
さ
け
、
不
誠
実
な
推
進

の
姿
勢
を
示
し
た
。

�

（
以
下
略
）

�

全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日
本
共
産
党

京
都
府
会
議
員
団

みつなが 敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

原田　完
（中京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

浜田 よしゆき
（北区）

ばば こうへい
（伏見区）

西山 のぶひで
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

成宮 まり子
（西京区）

水谷 修
（宇治市・久御山町）

議員団体制
団　長　原田　完　　副団長　島田敬子　　幹事長　光永敦彦
政策調査会長　成宮まり子　　事務局長　桝井義行

　「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
い
の
ち
と
暮
ら
し
・
生
業
を
守
る
府
市
民

総
行
動
実
行
委
員
会
」
は
、
９
月
29
日
に
医
療
体
制
や
事
業
者

支
援
の
強
化
な
ど
を
求
め
る
「
コ
ロ
ナ
署
名
」
１
万
４
７
８
０

人
分
を
提
出
。
府
庁
前
で
宣
伝
し
、
党
議
員
団
も
参
加
し
激
励

し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
医
療
や
地
域
経
済
が
大
打
撃
を
受
け
て
い
る

も
と
、
医
療
体
制
の
強
化
、
事
業
者
へ
の
支
援
の
拡
充
、
大
型

開
発
の
見
直
し
を
求
め
て
署
名
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
業

者
団
体
代
表
の
方
は
、
倒
産
・
廃
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
業
種
を
支
援
し
な
い
と
乗
り
切
れ
な
い
こ
と
や
、
生
業
を
守

る
た
め
に
持
続
化
給
付
金
を
国
に
対
し
繰
り
返
し
求
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
５
波
で
病
床
が
逼
迫
し
、
多
く
の
感
染
者
が
自
宅

療
養
で
大
変
な
思
い
を
し
た
こ
と
か
ら
、
保
健
師
と
保
健
所
体

制
を
拡
充
し
、
医
療
体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。

医
療
体
制・事
業
者
支
援
の
強
化
を

 

コ
ロ
ナ
署
名
１
万
４
７
８
０
人
分
を
提
出（
９
月
29
日
）

コロナ署名

コロナ署名提出（9月29日）


